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じめの認知件数は約 8 万 4 千件（前年比16％
減）であった。今回の調査では特に小学校での
暴力行為が24.3％増と顕著であった。（中学校
16.1％増，高校3.3％減）同省では「感情をコン
トロールできない児童生徒の増加」や「規範意
識やコミュニケーション能力の低下」などを増
加の背景として指摘している。特に後者の「規
範意識やコミュニケーション能力の低下」は教
育現場からもよく聴かれるものである。このよ
うなコミュニケーションの基本は家庭で培われ
るものであり，家庭内でのコミュニケーション
が促進される状況にあるのか，または阻害され
る状況にあるのかではコミュニケーション能力
だけではなく，他者との関係性を構築する能力
も低下していくことは明らかである。
今後は，高校生に限らず小学生や中学生など
発達段階に応じて，家庭内での関係性やコミュ
ニケーション状況を把握する必要がある。今回
の調査でも女子学生は母親とのコミュニケー
ション機会は多いものの，父親とのそれはか
なり低い状況にあった。発達過程の反応でもあ
るが，保護者（特に父親）と子どもの関係性構
築についても検証を進めていく必要がある。ま
た部活動加入者と未加入者によるコミュニケー
ションスタイルの違いについても明らかにして
いく必要があると考えている。
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